
○三貫地貝塚と三貫地遺跡 遺跡範囲と周辺地図 

 

 三貫地貝塚は現在の海岸線から西に約４㎞の駒ケ嶺地区に所在しています。貝塚は標高１９ｍから２

２ｍ付近に形成され、北側は東走する立田川が形成した沖積低地が広がっています。大正時代以前は、

立田川下流域には新沼浦と呼ばれた潟湖がありました。新沼浦は、相馬地域開発により相馬共同火力発

電所が建設されるなど近代に入って変貌をとげましたが、この開発事業に伴う発掘調査や地質調査など

の自然科学的分析により、縄文時代の立田川流域の自然環境が次のように判明しています。縄文早期末

から中期にかけては、原釜（相馬市）－今神（新地町）－今泉（新地町）の海岸線は外洋と直接つなが

り、立田川下流域は、現在の県道３９４号線（旧国道６号線）付近まで外洋水が入り込む内湾になって

いたようです。その後、縄文時代中期後葉から後期中葉の頃には、原釜－今神－今泉の海岸部では砂州

が発展し、湾口がほぼ塞がれた状態となったため、それまでの内湾は潟に変化します。その後、三貫地

貝塚が形成される縄文時代後期から晩期中ごろにかけて、原釜－今神－今泉にかけての湾口が広がり、

海水の侵入が増大したようです。 

 このことから、縄文時代後期から晩期にかけての三貫地貝塚の近隣まで海が迫っていたことが判明し

ています。 

 

○三貫地貝塚の発見と調査履歴 

 三貫地貝塚は明治２７年に相馬市中村在住の舘岡虎三によって発見され、同年「磐城国宇多郡駒ヶ嶺

貝塚記」によって中央の学会に報告されました。この報告のなかで舘岡は「宇多郡駒ヶ嶺村大字駒ヶ嶺



字高田小字三願寺（或ハ曰ク三貫地）」と表記し、貝の密集箇所が７、８か所、ハマグリやアサリが多く、

貝層の深さが１尺から３尺であることなどを報告しています。 

 大正１３年５月１日から８日まで、東京帝国大学人類学教室が新地貝塚を調査していますが、この調

査期間中の５月２日、３日の二日間に限り、三貫地貝塚の発掘調査もおこなわれており、この時の調査

で幼児の人骨を含む３体の人骨が確認されています。なお、この時の調査には、後に縄文原体（撚糸文

よりいともん）の研究や縄文土器の編年研究などを行って、現在の考古学研究の礎を築いた山内清男が

います。山内は、昭和１２年に記した「先史考古学」第一巻第二号「日本先史時代の於ける抜歯風習の

系統」のなかで東北地域の縄文時代後期の例として三貫地貝塚をあげています。 

 昭和２７年３月２６日から４月５日にかけて日本考古学協会により比較的大規模な発掘調査が行われ

ました。田丁場地内に南北幅４メートル、長さ４０メートルの A トレンチと A トレンチに直交する形で

幅２メートル、長さ１２メートルの B トレンチが設定され、計１８４平方メートルが調査されています。 

 昭和２７年に、日本考古学協会において、縄文式文化編年研究特別委員会が組織され、全国の重要遺

跡を調査しており、そのうちの一つに三貫地貝塚が選ばれております。特別委員会は調査責任者を明治

大学の甲野勇がつとめ、他には芹沢長介、江坂輝彌、埴原和郎、伊藤信雄などの当時の代表的、あるい

はその後の考古学会を代表するメンバーにより構成されていました。この時の調査報告書については、

長い期間、諸般の事情により刊行されていませんでしたが、昭和６３年に福島県立博物館により再整理

された後、刊行されました。報告書により三貫地貝塚からは多くの縄文土器のほかに、５０体を超える

人骨と３体の犬骨が出土していたことや、多くの遺物群を再整理した結果、縄文時代中期末葉から後期、

晩期までの各時期の土器が出土しており、新地貝塚とほぼ同時期に形成された貝塚であることが改めて

判明しました。また、土器以外にも骨角器や土偶、装飾品なども多く確認することができ、縄文時代中

期末から晩期にかけての縄文人の生活様式を知る上で、大変貴重な発見となりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇三貫地貝塚 発掘調査風景等写真（写真提供：福島県立博物館） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇三貫地貝塚の人骨とその埋葬について 

 三貫地貝塚からは１００数体を超える人骨が出土しています。５０体以上の人骨については、先

に説明した昭和２７年の調査によるもので、昭和２９年には、東京大学理学部人類学教室により更

に５０体を超える人骨が出土したとされていますが、考古学的な報告書が刊行されていないため、

詳細は不明です。 

 昭和２７年の調査成果をまとめた福島県立博物館が刊行した報告書「三貫地貝塚（福島県立調査

報告第１７集）」のなかで、福島県立博物館の森幸彦氏は、埋葬された人骨の頭位が北北西を向くも

のが圧倒的に多く、その延長線上には手長明神の伝承が伝わる鹿狼山が存在しており、三貫地貝塚

の縄文人たちによる鹿狼山信仰の可能性を指摘しています。 

 

 

〇三貫地遺跡 

 三貫地貝塚は、昭和２７年の調査成果を得て、昭和４３年８月に福島県指定史跡として指定され

ました。その後、昭和４９年に鴻ノ巣ダムの完成に伴って、駒ケ嶺地区の大規模な県営圃場整備事

業が開始されます。関係団体との協議の結果、県指定範囲は圃場整備区画から除外されることとな

りますが、指定範囲の周辺部については、更なる調査を行う必要があることが共通認識となり、昭

和５１年から昭和５４年にかけて数回の調査が新地町教育委員会により行われました。この調査に

より三貫地貝塚の周辺には縄文時代、古墳時代、奈良・平安時代の長期にわたる遺跡が残っている

ことが判明しました。特に縄文時代の遺構に関しては、複式炉を有する住居跡、遺物の包含層が確



認されています。この調査の結果から、貝塚を形成した人々が住んでいた遺跡として、１０万㎡を

超える広大な範囲が三貫地遺跡として新しく認識されることになりました。 

 

〇三貫地遺跡 出土土偶及び土製品（新地町教育委員会所蔵） 

所有：新地町教育委員会 三貫地遺跡出土 遮光器土偶（左：正面 右：背面） 

 

三貫地遺跡出土 土偶            三貫地遺跡出土 土板 



↑三貫地遺跡出土 亀形土製品 

 

         → 

三貫地貝塚女性の頭骨とその復顔 

（レプリカ） 

複製元、協力：福島県立博物館  

 

 

三貫地貝塚出土 土面（レプリカ） 複製元、協力：福島県立相馬高等学校↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○資料のご案内 

 新地町図書館では、三貫地貝塚関連の書籍を所有しております。興味のある方は、ぜひご利用下

さい。 

 新地町図書館 ＴＥＬ ０２４４－６２－５０３１ 

 図書館ＨＰ  https//shinchi-town.jp/site/library/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三貫地遺跡の報告書については、他にも田丁場 B 地点などがあります。 

また、新地町史歴史編には三貫地貝塚についての記載がありますので、興味のある方はぜひご利用く

ださい。 

 なお、新地町史は 歴史編（６，０００円）自然民族編（２，５００円）資料編（３，８００円）に

てご提供しております。購入希望の方は新地町教育委員会までお問合せください。 

 

お問い合わせ先）新地町教育委員会 教育総務課 ０２４４－６２－４４７７ 

 

 

 

 

 

三貫地貝塚（福島県立博物館調査報告書第１７集） 

昭和２７年に日本考古学協会の縄文式文化編年研究特別委

員会により調査された調査報告書です。 

総ページ５０３頁と９５版の図版によって構成されていま

す。当時の貴重な写真がふんだんに用いられ大変貴重な一冊

です。 

令和５年９月３０日時点、福島県立博物館で、定価 4,000

円にて販売されています。 

福島県立 HPhttp://general-museum.fcs.ed.jp 

http://general-museum.fcs.ed.jp/


令和５年１０月１４日（土）～２２日（日）の期間「令和５年度福島特定原子力施設地域振興交付金事

業」を活用して新地町文化交流センター観海ホールで行われた企画展「三貫地貝塚里帰り展示」のパン

フレットです。 
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